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１１月臨時市議会における教育委員会関係事項について 

 

議長・副議長・監査委員一覧 

令和５年１１月１４日現在 

役職名 議員名 

議 長 薄 井 宏 安 

副議長 雨 澤   正 

監査委員 鈴 木 道 生 

 

会派構成一覧 

令和５年１１月１４日現在 

会派名 構成員 人員 

未来ひたちなか ■大 谷   隆   田 中 高 司   安   次 男 

清 水 健 司   大 内 健 寿   弓 削 仁 一 

海 野 富 男   大 内 聖 仁   打 越   浩 

９人 

新生ふるさと２１ ■清 水 立 雄   安   のり子   井 坂 涼 子 

萩 原   健   鈴 木 道 生   薄 井 宏 安 

６人 

日新クラブ ■三 瓶   武   鎌 田 政 人   北 原 祐 二 ３人 

公明党議員団 ■雨 澤   正   山 田 恵 子   加 藤 恭 子 ３人 

社民・立憲民主 ■井 坂   章   鵜 澤 恵 一   大久保 清 美 ３人 

諸派（日本共産党） ■宇 田 貴 子 １人 

※■ 代表者 

 

ひたちなか市議会常任委員会委員名簿（抄） 

令和５年１１月１４日現在 

常任委員会 常任委員名 
委員

定数 

文教福祉委員会 ◎清 水 健 司  ○萩 原   健   大久保 清 美 

 宇 田 貴 子   大 内 健 寿   山 田 恵 子 

 北 原 祐 二   海 野 富 男 

８人 

 

常任委員会 常任委員名 
委員

定数 

予算委員会 ◎大 内 健 寿  ○井 坂 涼 子   大久保 清 美 

 宇 田 貴 子   鎌 田 政 人   田 中 高 司 

 鈴 木 道 生   加 藤 恭 子   弓 削 仁 一 

 大 内 聖 仁   三 瓶   武   打 越   浩 

１２人 

決算委員会 ◎清 水 立 雄  ○安   次 男   鵜 澤 恵 一 

 安   のり子   清 水 健 司   萩 原   健 

 山 田 恵 子   雨 澤   正   北 原 祐 二 

 海 野 富 男   大 谷   隆   井 坂   章 

１２人 

※◎ 委員長  ○ 副委員長 
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１ 

令和５年１１月教育委員会定例会 文化財室資料 

 

「十五郎穴横穴群の国史跡指定」及び「虎塚古墳石室壁画の一般公開」について 

 

１ 十五郎穴横穴群の国史跡指定 

（１）概要 

①所在地  ひたちなか市中根字館
たて

出
だし

３４９０番１外２７筆 

②面積   56,781.90 ㎡（民有地 43,566.00 ㎡，市有地 13,215.90 ㎡） 

③管理団体 ひたちなか市 

④特徴   古墳時代末期から平安時代に，本郷川右岸の台地の崖面に露出す

る凝灰岩
ぎょうかいがん

を掘り込んで築かれた集団墓で，いくつかに分かれて分布

しています。そのうちの館出
たてだし

支群が昭和１５年３月に県の史跡に指

定されています。 

昭和５１から５５年にかけての指渋
さ し ぶ

支群の調査では１１９基の横

穴墓が確認されたほか，平成１９年度から平成２６年度までの調査

で計２７４基の横穴墓が確認されており，未確認のものを含めると

５００基を超える東日本最大級の横穴墓群と考えられています。 

横穴墓からはこれまでに大刀
た ち

などの鉄製品のほか，須恵器
す え き

や勾玉
まがたま

など副葬品，人骨など様々なものが出土しており，平成２３年には正

倉院所蔵の刀子
と う す

に類似の「帯執
おびとり

金具のある刀子」が発見されました。 

 

（２）主な経緯 

・昭和１５年３月  館出支群が茨城県の史跡に指定 

・平成２３年１２月 帯執
おびとり

金具のある刀子を発見 

・平成２８年１０月 発掘調査報告書刊行 

・令和４年５月   文化庁へ当史跡の現状と国指定を受けたい旨を説明 

・令和５年２月   文化庁へ具申 

・令和５年１０月  文化庁の文化審議会が文部科学大臣へ答申 

          「国史跡の追加指定に十五郎穴横穴群が含まれる」 

・来春頃      官報掲載により正式指定 
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２ 虎塚古墳石室壁画の一般公開 

（１）概要 

①所在地  ひたちなか市中根指渋３４９４番１ほか 

②面積   8,391 ㎡（虎塚古墳史跡公園） 

③管理団体 ひたちなか市 

④特徴   本郷川右岸の台地上に築かれた全長５６．５ｍの前方後円墳です。

昭和４８年の発掘調査で，後円部に築かれた凝灰岩
ぎょうかいがん

製の横穴式石室

内に保存状態が良好な彩色壁画が発見されました。 

壁画は凝灰岩の表面に白色粘土を塗り，ベンガラで連続三角文や

環状文などの幾何学文と，靫
ゆぎ

・槍・楯・大刀など当時の武器や武具等

の豊富な文様が描かれています。石室の内部からは成人男子の遺骸

の一部と，副葬品の小大刀，刀子，鉄
てつ

鏃
ぞく

などが出土しました。墳丘の

特徴や出土遺物から，古墳時代終末期７世紀初め頃（約１４００年前）

に造られたと考えられています。 

 

（２）虎塚古墳石室壁画の一般公開 

昭和５５年に公開保存施設が完成し，春と秋には石室壁画を一般公開してい

ます。「ひたちなか市虎塚古墳史跡公園設置及び管理条例」により以下を規定し

ています。 

・「石室の保存に支障のない期間に限るものとし，３月２１日から４月２０日ま

で及び１０月２１日から１１月２０日までの間のうちそれぞれ１０日以内と

する。」 

・「観察室の開館時間は，午前９時から午後４時３０分までとする。」 

①春季 観覧者数 １，０５２人 

（令和５年３月２３日～３月２６日，３月３０日～４月２日） 

②秋季 観覧者数 ２，７６６人 

 （令和５年１１月２日～１１月５日，１１月９日～１１月１２日） 

 

 

 



史跡位置図 １－３　十五郎穴横穴群

１－１　十五郎穴横穴群全体図 ２　虎塚古墳石室壁画

１－２　十五郎穴横穴群（帯執金具のある刀子）
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笠谷支群

館出支群 指渋支群

埋文センター

虎塚古墳


